発明の経過及び内容
【発明の名称】

　（発明の内容を簡潔、明瞭に表示する名称を記載してください。）

【発明に至った経過】
　（発明をするに至った背景・経緯を記載してください。）
【発明の属する技術分野】

　（特許を受けようとする発明の技術分野を明確にするため、「本発明は、～するための～に関するものである。」のように簡潔に記載してください。
　　例：本発明は、牛乳パック等の紙パックを切り開いて展開するための紙パック切り開き器に関するものである。）
【従来の技術】

　（当該発明の属する技術分野に従来どのような技術があったのか、好ましくは文献名とともに記載してください。）
【発明が解決しようとする課題】

　（従来技術の問題点を明らかにするとともに、特許を受けようとする発明が、従来技術の問題点などに対してどのような点を解決すべき課題としているのかを記載してください。）
【特許権を主張する範囲】

　（特許を受けようとする発明を特定するために必要な事項を記載してください。特許を受けようとするポイントを明確化するため「請求項１」「請求項２」･･･のように区分して記載してください。）
【課題を解決するための手段】

　（上記【特許権を主張する範囲】に記載された発明がこの解決手段そのものとなるため、そこで記載した構成の説明とともに、発明をより具体的に記載してください。）
【発明の効果】

　（特許を受けようとする発明が、従来の技術に比べて優れているといえる点を、発明の有利な効果として記載してください。発明の進歩性を判断する材料にもなります。）
【実施例】

　（具体的に示した実施例を記載してください。）
【産業上の利用可能性】

　（単に学術的･実験的にしか利用できない発明では特許を受けることができません。特許を受けようとする発明が、産業上利用できることが明らかでないときは、特許を受けようとする発明の産業上の利用方法、生産方法又は使用方法をなるべく記載します。）
【図面及び図面の簡単な説明】

注）考案の場合には、「発明」とあるのを「考案」、「特許」とあるのを「実用新案」と読み替える。
